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両瓦｜比
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京 大 広 報 1989 2. 1 
部局・職名 氏 名 生年月日 出身地 講 座 等 研 究 分 野P
理学部 大正 大阪府 分子生物学 解tR析NなAど遺を伝中子心のと研す究る，分薬緑子遺体伝ゲ学ノムの ｜！ 教 授 I'J、関治男 14. l. 20 
’シ
SUGIURA 
14. 12. 8 東京都 地球屯磁気 ~'f: 太陽地球系物理学，超高層（物任理期学満了）MASAHISA 
., 亀井節夫 14.12.25 神奈川県地 ！と 学 1脊椎動物学 ・第四紀学
dシ 長谷川博 15. ]. 1 京都府 宇宙線物理学 宇宙線及び宇宙空間悶休物理学の研究
イシ 町田 茂 15. 2.22 群馬県核分光学素粒子論及び量子力学の基礎的研究
理学部 師驚 j除 i登三郎 H. 9.20 大阪府弘主契まお ｜天体外層大気の構造講
医学部
授翠川 修 15. 3.25 長野県病理学第一人体病理学，腫誠学，内分泌病理l教
ク 内野治人 15. 3. 30 I 東京都 1 11~ H均一内科学
薬~ m；授矢山汗；明 14. 7. 30 大畑問 ｜薬品製造学鰐伊へプチド！蜜白質の有機併研究
。 I rl r 久 14. 9.16 東 茶店分析学 生体－成3特分有，医薬一品素の分生析物法無，及化び徴赴
I 生克， 筈フじの 機学
工学教部 授 日下部吉 彦 14. 4. 24 京都府応用地質学鉱床学，応用地質学
今 t山本側夫 14. 5.20 山口県 I環境衛生学， 騒気音汚染の心の理アセ・生ス理メ学ン的ト影手法響， 騒音 ・大
イシ 小＇~次雄 14. 7. 27 滋賀県 一般分析化学 分連離続流分析れ化分学析，，環P境ロ化マ学ト計グ測ラフィー ，
’シ 音 rn 普 14・8・19 ｜呑川県 物理有機化μ千 新的にし興い電味子あ系る系，生の体創，出光，新，E合気成反，磁応気
イ少 本多健 14. 8. 23 I問分子設判官制f一変換問
dシ 古川 修 14. JO, 3 鳥取県建築施工建築生産，建築施工
伊原千秋 14. 1. 26 兵庫県工業力学素粒子物理学及び材料強度基礎論
松浦輝男 14. 12. 19 大阪府遊離基合成化学標章子：~：畿税学，活性殴瓢 ｜




ク 池上文夫 15.2. 17 長野県電子回路工学説結レ関空宇第警野進，
農学斗l I 教 授千葉英雄 I14. 4, 6 I宮城県食品化 学蛋白質の食品割問研究
? ?。 。?
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部局・職名 氏 名 生年月日 出身地 i降 座 等 初f 究 51- 世f
段芸部授山田行 611~ 大正 静岡県 南 Eli資源学 学家畜と育く種学，畜i立的遺産伝学， システム~H. 4. 7 に家の生システム論
イシ 続的 男 ltl. 4. 18 福井県水産資源学水産資源学及び務類学
ぞシ 反木~ 14. 5.20 青森県政学原論決栄の価値体系とJ;主f：の課題
今 m rj1 孝 15. 2. 2 滋賀県 込用原動機学 i土込用ー トラクタノh不整地用車両性能，
I 機械系の学 ｜ 
，〉 E賢海啓太郎 15. 3.12 大阪府 M~ 素 化 学 酵内素高物速理反応化学測，定百法年素に反よ応る速分析度論化学， 溶液
今 堤 利夫 15. 3. 19 大阪府森林生態学森林の土援及び物質循環
イシ 獅山慈孝 15. 3. 31 滋賀県 ｜植物病理学縞物疾病における感染機作
教養教部 授出口安夫 14. 4. 15 京都府化 学 磁気化学，電子スピン共＇！鳥分光学
イシ 徳岡普助 14. 7. 4 京都府物 理 学 素粒子物理学，場の量子論
イシ 沌 i事精一 14. 9. 6 長野県数 学 微分幾何学，微分位相論
ぞシ 小山隆三 H. 9.23 京都府物 理 学 高分子溶液の物理学
ク 東久保勝彦 14. 9.25 広島県化 学 土嬢改良弗jの研究
イシ 河合良一郎 14. 9.29 京都府数 学 多・変多数変解数析の函特殊数函の一数般の理研論究及び一変数
。 久保 照 H. 9.30 和歌山県物 理 学 プラズマ物理学
dク 都留春雄 15. 2. 5 福岡県中 国 語 六朝及び唐代の詩
ィシ 植野修司 15. 3. 1 滋賀県路 語 ロシア文学
教書部手人見寅三 15. 1. 28 京都府化 学 有機金属化合物の化学
化学研教究所綬 問阿 信三郎 15. 3.21 岡山県 有機単位反応 官用能い性る有有機機化合成合物化学の及合成び，そ金の反属触応媒機構を
人文科教学研究所授 仲ト 巳奈夫 14. 5. 9 神奈川県東洋考古学中国考古学
今 中村賢二郎 14. 5. 30 兵庫県西洋文化 ドイツ近世：史
dシ 尾崎雄二郎 見 2・2t1 I東京都言 号日五伺 史 中国語学，中国文献学
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部局職名 i氏 名 l生年月日 ｜出身地講座等 研 究 ／ノJ、 野
王山詞扇 ｜森田雄平 ｜大~－ 9.11 大阪府
I 竺一授に二 J 
毒研素 ・タンパク質の構造と機能に
b 究
ウイルス研究所 ｜花岡正男 14. 8.17 和歌山県病教授 1 飯器病理学・免疫細胞学
イシ 田 rji 春高 14. 9.10 
数理解教析研ヂμー授 ｜島 町 イ日 夫 14. 10.13 
ぞ， 松 信 15. 3. 6 
原子炉教実験所授 筒井天噂 15. 3. 6 





























































No. 364 京 大 広 報
来から，欧米諸国に比べてわが国では高等教育 ・基礎科
学研究のための悶資支出が少なく，その表れとして，民
間企業における研究開発裂の支出に比して政府の研究費
支出比叡が小さいことが指摘されてきた。 しかも，近
時，特に閣の財政事情の窮迫化に伴い，国立大学では設
備，zJi:m関係予算Aの実額が大怖に減少しているために，
教育の遂行，研究の推進のいずれもが危機的状況におか
れている。 一例を挙げるとすれば，経1~ の不足のため
に，将来の発展のために是非必要な最先端の研究計悶を
断念し，あるいは研究規伎を縮小し，また，過去何年に
もわたって継続してきた図苫の購入をあきらめざるをえ
ない場合などもしばしば生じている。このような事態の
改善のためには， 基本的教育 ・研究費の広汎かつ高度の
充実が急務とされている。
もとより国立大学協会は，国の財政事情がきわめて厳
しい巾で，重要基礎研究の推進のために若干の予'fl.措置
が講じられ，また毎年科学研究費補助金が増額され，さ
らに教育研究特別経費などの手当てが行われることによ
り，わが国の学術研究水準の維持・向上に対する努力が
払われている点については，それを評価することを惜し
むものではない。
しかしながら，将来の日本の社会 ・経済の発展，また
それに伴うべき国際社会に対するわが国の貢献を考える
とき，国立大学協会としては，大学における教育ならび
に研究のための国家予算の現況につき大きな危機感を抱
かざるをえなし、。われわれは，関係当局がふたたび学問
・文化に対する敬意を呼び起こされ，長期的視野と展望
の下に，大学における教育ならびに研究に必要な述蛍経
費，設備 ・施設の充実を期して，ここに新たなる学術 ・
文化政策を樹立されるよう，建議するものである。
昭和63年12月20日
国立大学協会会長
森 日
国立大学の学生納付金の改定について （要望）
国立大学の予算につきましては，かねてから厳しい財
政事情のなかで種Aご配慮を頂いていることに対し，泌
く感謝の定、を表するものであります。しかしながら，明
年度の予'(,l：編成にあたり，国立大学の学生納付金（入学
料，検定料〉の増額改定が検討されていると伝えられて
いることについては，国立大学協会として，強い危tJlの
念、を表明せざるを得ません。
国立大学の学生納付金については，近年繰り返されて
きた増額改定により，学生生活の諸経費の高騰と相まっ
て，その父母の家~ I ·への負担は著しく大きくなってきて
おります。 ｜司立大学は， ~!i:が国の高等教育が総体として
均衡のとれた発展をとげるよう，国の責任において全国
的にバランスをとって配置されているものであり，高＂.）＼
教育の機会均等の実現を基本的な使命のーっとするもの
でありますが， 午＇f:.納付金のこのようなm傾は機会均？
の原Jlを向かし， ひいては，｜剖立大’乎の本来の使命述1'<:
を危うくするものであります。
また，大学教育は，学生例人のためであると同時に，
社会的要請に応えて有為な人材の長成をおこなっている
ものであり，国と社会はその最大の受益者であります。
したがって，国立大学の学生納付金については，いわゆ
る受益者負担の原則を単純に適用すべきではなく，まし
てや， コス ト主義に基づく専門分野間格差を滋入するこ
となどは到底認められないところであります。
閤立大学協会では， j財政収入相の観点から授業料，入
学料':fの隔年ごとの改定を定着させることについては，
かねてから，遺憾の＇.＠ ：を表しているところであります
が，政府におかれましては，われわれの立のあるところ
をご賢祭の上，とくに今回の国立大学学生納付金の取敏
につき， ｜ー－分，慎重をWlせられますよう，ここに重ねて
強く要守I~ 、たします。
平成元年1月19日
国立大学協会会長
森 E
国立大学の授業料について （要望）
今回の消費税の君主入に当たって大学の授業料が課税対
象外とされたことについては，授業料の性裕に対する政
府の御理解によるものと受け止めている次第でありま
す。しかるに，米年度の予算編成に際し，消費税の実施
に伴う経質上回に対応するものとして授業料の値上げが検
討されていると伝えられていることについては，国立大
学協会として到底容認できない問題であります。近年繰
り返されてきた授業料の櫓額改定に対して，国立大学協
会としては，教育の機会均等の実現を基本的使命のーっ
としている国立大学の立場から極めて強い危機感を抱い
ており，学生の納付金等については単純に受益者負担の
原則やコλ ト主義を導入すべきではなく，その取扱につ
いては慎重を期するよう要請してきたところでありま
す。
また，国立大学の授業料の増額改定に際しては，新た
な入学者からとするのが従来確立されている慣行であ
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